
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 
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発表内容 １．福井県の微小粒子状物質（PM2.5）濃度の実態 

2013 年度・2014 年度は、全地点で環境基準を達成しておらず、PM2.5

は今後も注視していく必要のある大気汚染物質である。 

月平均濃度は、春季を中心に高くなる傾向にあり、二次生成＋越境汚

染の影響があると思われる。また、日平均値の地点間相関が高く広域性

が強い。 

日平均値の環境基準を超過した日の 5 割超が黄砂日または煙霧日であ

った。特に、黄砂が長時間（概ね 8 時間以上）観測される日には、日平

均値の環境基準を超過する可能性が極めて高い。煙霧日にも、黄砂日ほ

どではないが、高濃度になる可能性が高く、黄砂日、煙霧日には高濃度

に注意する必要がある。 

今後は PM2.5中の成分分析結果を用いた数値モデル解析により、発生源

や越境汚染の寄与を明らかにしたい。 

 

２．福井県における飛来物質の分布に関する実態調査 

黄砂日を中心に福井県内に飛来する浮遊物質の分布状況を明らかにす

るため、TSP の調査を実施した。 

簡易採取装置を用いて採取した 6 地点の TSP データに加え、常時監視

測定局の SPM データを TSP に換算して合計 30 地点とし、それらを用

いて県内嶺北の濃度分布図を作成した。 

濃度分布図に対して後方流跡線、地上風向風速、イオン成分分析から

各パターンを解析し、県内の TSP 濃度分布はアジア大陸から移流してき

た物質、海塩粒子、地域発生源由来の物質、降雨や風向などの気象条件

がそれぞれ複合的に影響して形成されることを明らかにした。 

 


